
令和８年度 第８回「消費者の部屋」特別展示 

 

◆沖縄の林業と水産業◆ 

 

開催日：令和８年 10 月５日 ～ 10 月９日 ５日間開催 

内 容：林野庁では毎年 10 月を「木材利用促進月間」として木材利用を推進し

ています。本展示では、沖縄県産木材の紹介をするとともに、遊漁にお

けるクロマグロ釣りのルールや陸上養殖などの紹介をしました。 

                

   

 

             

 

 

 

 

 

＜展示状況＞ ＜沖縄県産木材＞ 

出典：沖縄県森林管理課  

＜クロマグロ釣りのルール＞ ＜陸上養殖の届出制＞ 





クロマグロ釣り
令和８年４月以降、ルールが変わります！

大型魚(３０㎏以上)の釣りに関する変更点

小型魚(３０㎏未満)の釣りは

①持ち帰ることができる尾数は

１人 に１尾まで各期間

届出②クロマグロ釣りは

陸揚げ後の報告は まで翌日

行わないとできません！

を

ルールの詳細
はここを確認

釣行前に必ず採捕禁止期間ではないことを確認！

意図せずクロマグロを採捕した場合には直ちにリリース。

【お問合せ先】 水産庁管理調整課沿岸・遊漁室
TEL：03-3502-8111（内線6705）

周年禁止！

各期間： ４・５月、６・７月、８・９月、
10・11月、12・１月、２・３月



陸上養殖の届出制（令和５年４月１日から開始）

水産動植物の種類
生産量
漁場の体積 等

内水面漁業の振興に関する法律施行令（抄）
（届出養殖業の指定）

第二条 法第28条第１項の政令で定める養殖業は、
陸地において営む養殖業であって、次の各号のいず
れにも該当するものとする。

一 食用の水産動植物（うなぎを除く。）を養殖す
るものであること。

二 次のいずれかに該当するものであるもの。
イ 水質に変更を加えた水または海水を養殖の用

に供するもの
ロ 養殖の用に供した水を餌料の投与等によって生

じた物質を除去することなく養殖場から排出す
るもの

〇 令和５年４月から陸上養殖について、養殖場の所在地や養殖方法などの実態を把握するため、内水面漁業の振興に関する
法律に基づく「届出養殖業」とした。

〇 事業者は、陸上養殖を開始する１か月前までに届出を行わなければならない。
〇 加えて陸上養殖事業者は、事業年度（４月１日から翌年の３月31日）の実績報告書を提出しなければならない。
〇 届出及び実績報告によって、陸上養殖の実態を把握するとともに、データを集計し、養殖業者の経営等への活用、行政の施策

の検討に役立てることとしている。

制度の概要や各種様式は、水産庁HPに掲載されています。
https://www.jfa.maff.go.jp/j/saibai/yousyoku/taishitsu-kyoka.html

養殖業者

・届出書
・実績報告書 等

・届出の情報を集計

・集計データの公表

情報のとりまとめ届出書、実績報告書等を提出

データを経営等に活用

都道府県を経由して提出

届出の対象

行政

施策の検討

行政

養殖業者

養殖場ごとに
提出

届出をせず、又は虚偽の届出
をした者は、10万円以下の
罰金が科せられることがある。
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